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はじめに 

 児童生徒の実践を必須とする「なすことによって学ぶ」形態を主眼とする特別活動と総合的な学習

の時間の指導に際しては、アクティブラーニング的な学習の体験とその指導法の理解などが教師にお

いて不可欠といえよう。岐阜大学においては、平成 28年 11月の教育職員免許法の改正に伴い、平成

30年度教職課程認定基準の公表と教職課程コアカリキュラムの策定が行われた。これに伴い筆者は授

業科目「特別活動及び総合的な学習の時間の指導法」のカリキュラムを開発した（１）。これは２単位と

いうわずかな単位数において効果的な教師教育を展開するために、学習指導要領に明記される「総合

的な学習の時間における特別活動の読み替えのシステム」を援用することで、２つの領域の学びを１

つの活動として展開するためのカリキュラムである。そこでは小集団を用いて学生にアクティブラー

ニング型授業を行い、「なすことによって学ぶ」学習を提供する教師に必要なさまざまな力の獲得を目

指している。 

 大学での教師教育において、旅行・集団宿泊的行事を用いた特別活動の学びを扱ったものには、長

沼・林（2006）による模擬遠足集団における学習効果の研究（２）、林・長沼によるグループ学習時の役

割に応じた学習効果の差の研究（３）、が見られる。しかしこれらは特別活動のみを対象としており、総

合的な学習の時間とのかかわりに関連した論考はみられない。また、そこで学生が遠足を計画した成

果物を用いた分析はしていない。成果物の分析については林（2014）による目的地を扱った研究（４）

があるが、それは特別活動のみを考慮した計画から得られた結果であり、総合的な学習の時間との関

係性を持たせたうえで得られた計画ではない。そして、遠足計画における活動の内容に注目して検討

した研究はこれまでに見られない。 

 そこで、本稿ではその試行において得られたアクティブラーニング型の授業の成果物を手掛かりと

して、開発した授業の成果と課題を検討する。具体的には、学生が計画した「特別活動の遠足計画」

における「活動内容」に注目し、特別活動の学校行事「旅行・集団宿泊的行事」としての妥当性を中

心に、開発した授業の課題と改善の方向性を検討する。 

 

１．方法 

（１）対象 

 2018年度の岐阜大学教育学部３年生対象科目「特別活動と学級経営」の受講者。水曜１限 126名・

水曜２限各 120名、計 246名 43班。 

（２）実施時期および実施概要 

 2018年 10月から 2019 年３月にかけて 15回にかけて行われた「特別活動と学級経営」の授業内に

おいて、特別活動と総合的な学習の時間に関する講義を行ったのち、グループごとに特別活動の遠足

計画と総合的な学習の時間の単元における学習指導案をグループによる話し合い活動を用いて作成さ

せ、授業内での発表を行わせた。 



（３）実施手続き 

 10月の開講後、まず講義として学級経営、特別活動及び総合的な学習の時間の位置づけ及び意義と

役割、そして特別活動及び総合的な学習の時間の歴史と学級経営、について、２コマを用いて講義を

行った。学級活動・ホームルーム活動、児童会・生徒会活動、クラブ活動・部活動、そして学校行事

のそれぞれと総合的な学習の時間との関わりに関する意義と役割・指導法・指導実践事例についての

講義を計４コマ行った。途中の 11月には 3年生の教育実習期で授業は実施せず、再開後の 12月より

その後に総合的な学習と関連した学校行事の企画を５コマかけておこなわせた。その際、受講者を出

席番号順に５～６人程度のグループに分け、中学 2年生の特別活動における遠足の計画表と、その前

提となる総合的な学習の時間における任意の単元の学習指導案を話し合い活動によって作成させ、１

月末に提出させた。なお、この遠足は、総合的な学習の時間の単元における任意のある活動を、特別

活動として読み替えるという設定であり、これは学習指導要領にも明記されている「総合的な学習の

時間の実施による特別活動の代替」の措置を援用したものである。 

 その後、２月に全ての班の遠足の計画を受講生に配布し、各班からの報告（発表７分、講師による

質疑８分）を聞かせながら、ワークシートに改善点等の指摘を記入させた。ワークシートは回収し、

３月の最終回に講師からの講評をおこなった。 

（４）学生作成資料の記載内容 

 特別活動における遠足の計画表の記載内容は次の通りである。 

 ①行事の名称、②目的地、③行事の目的、④教員役割分担、⑤日程、⑥ 教員の留意する点、⑦費用 

 なお、日程については、遠足当日における生徒の具体的な活動内容や移動手段等を詳細に書くよう

指示した。また、費用は生徒一人あたりの金額を示すよう指示した。 

 総合的な学習の時間における任意の単元の学習指導案の記載内容は次の通りである。 

 1. 単元について 

  (1)単元名（テーマ）                                 

  (2)単元設定の理由（単元観・教材観・指導観など） 

  (3)単元の指導計画 

   ①単元の目標・ねらい 

   ②単元の指導計画・構想など  

 2. 本時について（遠足当日の活動） 

  (1)本時の目標・ねらい（総合的な学習の時間としての目標） 

  (2)本時の活動について（活動内容の説明） 

  (3)本時の展開（導入・展開・終末など） 

 特別活動における遠足の計画表及び総合的な学習の時間における任意の単元の学習指導案について

は、それぞれＡ４用紙１枚のシートを配付して記入させ、回収した。 

（５）分析手続き 

 特別活動における遠足の計画表における「日程」の記述に注目して分析の対象とし、そこに示され

る内容が学習指導要領に示される特別活動、学校行事、旅行・集団宿泊的行事の目標を反映している

か、自らが設定した「行事の目的」を反映しているか、またその行程がそれら目標を達成するにふさ

わしいか、その妥当性を検討した。 

 それぞれの目標について、妥当性として○△×の三段階の評価を行い、分析の手掛かりとした。詳

細は次の通りである。 

 ○は適切の意で、学習活動のねらいを的確に理解し記述内容に表現されているもの。 

 △は不十分の意で、学習活動のねらいを完全には理解しておらず、記述内容の表現が十分に適切 

  とは認められないもの。 



 ×は不適切の意で、学習活動のねらいを理解していないと思われるもの。 

 なお、これらの妥当性は上記のように平成 29年告示中学校学習指導要領に示される特別活動の「目

標」の記載内容を指標のひとつとして判定を行うが、具体的には次の内容である。 

（１）特別活動 

 「第１ 目標」及び「〔学校行事〕１ 目標」を用いて、これらの達成を見込んでいると仮定される

学習指導案の「目標」の記述内容について、その妥当性を検討する。 

 「第１ 目標」 

 「集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ，様々な集団活動に自主的，実践的に取り組

み，互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を解決することを通して，次のと

おり資質・能力を育成することを目指す。 

⑴ 多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し，

行動の仕方を身に付けるようにする。 

⑵ 集団や自己の生活，人間関係の課題を見いだし，解決するために話し合い，合意形成を図ったり，

意思決定したりすることができるようにする。 

⑶ 自主的，実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして，集団や社会における生活及び人間

関係をよりよく形成するとともに，人間としての生き方についての考えを深め，自己実現を図ろうと

する態度を養う。」 

「〔学校行事〕１ 目標」 

 「全校又は学年の生徒で協力し，よりよい学校生活を築くための体験的な活動を通して，集団への

所属感や連帯感を深め，公共の精神を養いながら，第１の目標に掲げる資質・能力を育成することを

目指す。」 

「旅行・集団宿泊的行事」  

 「平素と異なる生活環境にあって，見聞を広め，自然や文化などに親しむとともに，よりよい人間

関係を築くなどの集団生活の在り方や公衆道徳などについての体験を積むことができるようにするこ

と。」 

 このように、学生がそれぞれの班において作成した遠足計画は、前提として自主的、実践的に取り

組んだ集団活動において、さまざまな資質や能力の育成をめざすような活動になっていなくてはなら

ず、とくに遠足という学校行事としては、生徒で協力する体験的な活動を通して、特に集団への所属

感や連帯感を深めたり、公共の精神を養うことが、その活動内容に求められることになる。そして特

に平素と異なる生活環境を提供したうえで、「体験的な活動」を通して見聞を広め、自然や文化などに

親しみ、集団生活の在り方や公衆道徳についての体験を積ませることが求められている事が分かる。 

  

２．結果 

（１）活動の妥当性について 

 特別活動における遠足計画の「活動」の妥当性については、 

 ○18、△13、×12であった。 

 なお、特別活動における遠足計画の「目標」の妥当性について、 

同様の方法で求めたところ、○18、△13、×12であった。 

（２）妥当性判定結果の組合わせについて 

 班ごとの特別活動の「活動内容」「目標」の妥当性については、 

両方とも○であった班が 12、○△が 10、○×が５、△△が２、△×が

９、××が５であった。 

表１　活動内容の妥当性

遠足当日活動内容

○ 18

△ 13

× 12

表２　目標の妥当性

特別活動

○ 21

△ 10

× 12



 ちなみに○△10組のうち、活動が○、目標が△の組合せの班は４、活動が△、目標が○の班は６で

あった。 

 ○×５組のうち、活動が○、目標が×の組合せの班は２、活動が×、

目標が○の班は３であった。 

 △×９組のうち、活動が△、目標が×の組合せの班は５、活動が×、

目標が△の班は４であった。  

 

３．考察 

 以上のように得られた活動の妥当性を基に、「特別活動及び総合的な

学習の時間の指導法」を受講する学生の指導に資する知見を得るための

検討を行った。 

（１）活動の理解に向けた改善 

 活動内容について、妥当性が「不十分」な班と「不適切」な班を「活動の理解が不十分」としてそ

の数を合計すると 25 の班が該当した。つまり全体の約 58％となり、6 割弱の班において遠足の活動

内容に関する理解が十分でないことが伺える。なお「活動の理解が不十分」の内訳として、25の班の

うち、「△不十分」が 13（52％）、「×不適切」が 12（48％）だった。このように「△不十分」と「×

不適切」の割合はほぼ同じであった。 

 ここから、遠足の活動を学生に計画させるにあたり、これまでの指導内容に加えて、今後は活動内

容が遠足の目標を達成するに足る内容を伴っているものであることを十分に吟味すべきことを意識し

て促すことが必要であることがわかった。 

 それでは、具体的にはどのような点が妥当性を欠いていたのだろうか 

 活動内容が「△不十分」と「×不適切」の計画を俯瞰すると、それらからは次の５点の問題点が特

徴として見いだされた。 

 ○具体的な活動内容および活動計画が示されていない 

 ○集団としての学びが十分に示されていない 

 ○他教科等の学びが中心となり特別活動の遠足としての学びが不十分 

 ○計画の内容が先方に迷惑をかける恐れがある 

 ○計画の内容が現地で実行できない 

 これらについては別に検討を加えるものとする。 

（２）妥当性判定結果の組合わせ結果から 

 全 43班のうち、「活動」と「目標」のいずれか一方でも十分な理解が得られている班が 27（約 63％）

であり、そうでない班が 16（約 37％）であった。活動と目標について何らかの形で理解できている

とも考えられる一方で、４割弱の班が「活動」「目標」の理解がいずれも不十分という結果となってい

る。これらの層に関して、その内容が特別活動、学校行事、そして旅行・集団宿泊的行事それぞれの

「目標」を達成させるためのものであることを理解させる指導を手厚く行う必要があると考えられる。

それと併せて、「活動」と「目標」とを効果的にリンクさせることができるような説明や指示を意識し

て手厚く行う必要があるだろう。 

（３）活動内容の問題点から 

 上述のように遠足の活動内容において、５つの問題点を抽出した。それらは具体的にはどのような

内容として遠足の計画に示されているのか。以下に検討し、授業改善につなげたい。 

  

①具体的な活動内容および活動計画が示されていない 

 活動内容に関する記述内容において、「×不十分」とされたものに特徴的にみられた傾向として、具

表３ 判定結果組合わせ

○○ 12

○△ 10

○× 5

△△ 2

△× 9

×× 5



体的な活動内容および活動計画が示されていないというものがあった。たとえば次のようなものであ

る。 

 目 的 地：「河川環境楽園」 

 活動内容：「徒歩（ウォークラリー）いりのと緑地・やすらぎ苑、トンボ池、河川環境楽園、昼食（オ

アシスパーク内芝生）（アクアトト、水辺共生体験館、オアシスパーク、クラフト体験館、自然発見館、

学校到着（健康状態を確認する）」 

 これは「ウォークラリー」という活動と、訪問地、見学地が列挙されているのみであり、その具体

的な活動が示されない。たとえばそこでどのような活動を行うのか、それは班ごとで行うのか、それ

とも学級で行うのかなどである。 

 見学地が示されるのみ、というものは他にも次のような形で見受けられる。 

 目 的 地：「明治村」 

 活動内容：「到着式（あいさつ、学級委員の話）、班活動（宇治山田郵便局・聖ヨハネ教会・帝国ホ 

      テル中央玄関：チェックポイント）、帰り集合時、全員がそろっているか確認）、出発式」 

 班活動としていくつかのチェックポイントが示されるのみであり、その具体的な内容は見られない。

この傾向は高山、明治村といった有名な観光地や観光スポット、テーマパークを目的地に選んだ計画

に顕著である。これは、現地の持つコンテンツの豊かさがその要因となっているのではないか。現地

における豊富なコンテンツによって、そこでどのような特別活動としての学びを提供すべきかという

視点が覆い隠されてしまい、そこに連れて行くだけで何かを学んで帰ってくるもの、という意識が生

じたものと考えられる。 

 

②集団としての学びが十分に示されていない 

 計画の中には個人での訪問と何ら変わらないようなものも見られた。たとえば次のようなものであ

る。 

 目 的 地：「うかいミュージアム、岐阜市内色々」 

 活動内容：「柳ケ瀬・岐阜公園（お昼ご飯：お弁当）・岐阜市歴史博物館・名和昆虫博物館・うかい 

       ミュージアム見学」 

 目 的 地：「トヨタ博物館」 

 活動内容：「旧館見学開始、昼食、見学再開（新館）、めあて振り返り」 

 目 的 地：「東洋健康センター」 

 活動内容：「朝の会、出発式、センターの会議室で昼食、自由行動（11:10-12:20センター内、隣接 

      する公園など）、劇」 

 目 的 地：「明治村」 

 活動内容：「自由行動（建造物について得た情報をしおりに書き留める）、班ごとに昼食（お弁当＋ 

      買い食いＯＫ）、先生の話、集合写真  

 目 的 地：「東山動物園」 

 活動内容：「初めの会、施設の人の話、グループ自由時間」 

 これらの活動においては、どのような集団としての学びが、どのような活動において得られるのか

を読み手が理解する記述が見られないのが特徴である。 

 これらの計画からは、学生が遠足に抱くイメージとして、どこかに連れて行って何か見せて帰る活

動、というものがあるのではないかと推察できる。そこには「集団活動からの学び」という視点は希

薄であり、そのようなものが提示した計画は、あたかも生徒個人が一人でその行程を実践してもおか

しくないような内容に読めてしまうのであった。 

 また、「東山動物園」の計画に至っては、施設の人の話を聞いた後は「自由時間」のみとなっている。



動物園のどのような立場の職員にどのような話をしてもらうかに関する内容の記述などは一切ない。

また昼食の記述もなく、これでは引率してきた生徒をただ放置しているに過ぎない。 

 ここからは集団としての学びが活動のどこにどのように示されるべきか、手厚く指導する必要が認

められる。 

 

③他教科等の学びが中心となり特別活動の遠足としての学びが不十分 

 計画の中には特別の教科 道徳（以下「道徳科」）の学びの活動や、社会科の見学としての色合いが

強くあり、特別活動の遠足としての計画として不十分と思われるものも見られた。次のようなもので

ある。 

 目 的 地：「杉原千畝記念館」 

 活動内容：「人道の丘公園でクラスに分かれて昼食（クラスで円形になる）。11:30-クラス活動開始 

      （①ビデオ鑑賞②展示棟Ａ－Ｆ③展示棟Ｇ－Ｊ④館長の話：以上をクラスでずらしてロ 

       ーテ―ション）、13:30-自由に館内学習、記念撮影、クラスごとに遊ぶ（人道の丘）」 

 ここでは「クラスで」という表現が数回にわたり出て来る。一見すると学級という単位での集団活

動を指すように思えるが、実際にはこれは昼食の場所の区分や見学時における展示等の集中混雑を避

ける方策としての「クラスで」であって、集団での学びの母体として機能させているわけではない。

わずかに「クラスごとに遊ぶ」とはあるのだが、その内容などの詳細が具体的に示されないため、何

を目的とする遊びなのかが判然としない。それに対して、この場所のテーマが「人道」という、かな

り強いメッセージ性を帯びており、あたかも道徳科の学習の一貫としてここにやってきて、ついでに

お昼ごはんと遊びをして帰る、という形になってしまっている。 

 目 的 地：「東洋健康センター」 

 活動内容：「朝の会、出発式、センターの会議室で昼食、自由行動（11:10-12:20センター内、隣接 

      する公園など）、劇」 

 この計画は遠足というよりも「大衆演劇の鑑賞」という文化的行事の色が濃く、旅行集団宿泊的行

事としての学習がぼやけている。「大衆演劇の鑑賞」それ自体はユニークなテーマであるのだが、単に

移動して観劇して終わり、といったように読めてしまい、旅行集団宿泊的行事の目的の何が達成でき

たのかが判然としない。 

 これらの他にも、既出の明治村では社会科見学のように見えるものも見られた。特別活動としての

学びが活動のどこにあって、それがどのような形で生徒の学びにつながっているのかを明示するよう

意識させる必要があるだろう。 

  

④計画の内容が先方に迷惑をかける恐れがある 

 遠足の目的地である場所やそこにいる人々に迷惑をかける恐れのある計画も見られた。これは「不

十分」というよりも「不適切」に近いものであるが、「判断が不十分」であったとして挙げた。たとえ

ば次のようなものである。 

 目 的 地：「中部国際空港」 

 活動内容：「ＣＡ，パイロット、整備士、グランドスタッフなど空港職員の話を聞く（仕事内容、仕 

      事にかける思い、やりがいなど）、昼食、グループに分かれて空港職員にインタビューを 

      行う。各自、自由行動。」 

 この班の総合的な学習の時間としての単元のテーマが「『働く』ということ」であり、そのねらいが

「実際に働く人々について調べ、話を聞く活動を通して、自分自身の進路や『働く』ということにつ

いて考え、働く時に大切なことや、これから自分がどう生活していけばよいか気づくことができる。」

とうものであった。この計画では昼食後にグループに分かれて空港職員にインタビューを試みること



になっているが、職場において勤務中の職員にインタビューをすることは業務の妨害となりかねない。

特に空港において勤務する人々の使命は空港利用者を搭乗時刻に間に合わせることが最重要であり、

ボランティア的にインタビューを持ちかけて時間を割かせる相手としては最も不適切な部類に入ると

考えられる。これを計画したグループにヒヤリングしたが、アポイントメントをとれば可能ではない

だろうか、といった程度の認識であった。以上から、こちらの都合で現地に迷惑をかける恐れがない

か、計画にあたっては一層の注意を払わせる必要がある。 

 

⑤計画の内容が現地で実行できない 

 現実には実行できない計画を立てた班も見られた。次のようなものである。 

 目 的 地：「中部国際空港」 

 活動内容：「セントレアの用意する「空港で働く人コース」を利用しセントレアで働く人について学 

      ぶ。昼食（弁当）、空港利用者へインタビュー」 

 この班も中部国際空港における活動を計画しているが、上述とはまったく別の班の別の計画である。 

 こちらの班においても、中部国際空港で働く人からの学びを企図しており、午後は「空港利用者へ

インタビュー」となっている。利用者の迷惑も考えられるためインタビュー可能な利用者の見極めが

不安材料となっているが、問題は「セントレアの用意する「空港で働く人コース」を利用しセントレ

アで働く人について学ぶ」活動である。 セントレアのサイトには次のように示されている 

  「セントレアでは社会教育への貢献と、地域や子どもたちから愛される空港を目指すため、関係 

   機関のご協力を得て、小学校 3～6年生および盲・聾・養護学校・特別支援学校（級）の児童・  

   生徒の皆様を対象に、「セントレア社会見学」として全国から児童・生徒の受入れを無償で行っ 

   ています。」（５） 

 この遠足計画は中学 2年生を対象として立案させているものだが、この「セントレアの用意する『空

港で働く人コース』」なるものは、上記のように盲・聾・養護学校・特別支援学校を除けば小学校 3～

6 年生の児童にのみ提供されるプログラムであり、普通科の中学 2 年生には提供されていない。つま

りこの「空港で働く人コース」を利用した計画は実行できないのである。 

 活動の計画に際しては、十分な情報の収集とそれを活用した学習の成否について十分に吟味させる

よう配慮することの必要性がここからは伺える。 

 

おわりに 

 特別活動と総合的な学習の時間について、２つの領域の学びを１つの活動として実施するアクティ

ブラーニング型の授業のカリキュラムを開発して試行した。その内容はグループごとに特別活動の遠

足計画と総合的な学習の時間の単元における学習指導案を作成する学習活動を行わせるというもので

あった。そこで得られた学習成果物としての計画表と学習指導案のうち、遠足の計画表から「日程」

における活動を抽出し、その記述内容の妥当性を分析することで、得られた活動の妥当性を基に、「特

別活動及び総合的な学習の時間の指導法」を受講する学生の指導に資する知見を得るための検討を行

い、開発した授業の課題と改善の方向性を探った。 

 その結果、学生による 43 の班うち、６割弱の班において遠足の活動内容に関する理解が十分でな

いことが伺えた。ここから、遠足の活動を学生に計画させるにあたり、これまでの指導内容に加えて、

今後は活動内容が遠足の目標を達成するに足る内容を伴っているものであることを十分に吟味すべき

ことを意識して促すことが必要であることが明らかとなった。 

 また、４割弱の班が「活動」「目標」の理解がいずれも不十分という結果となっている。これらの層

に関して、その内容が特別活動、学校行事、そして旅行・集団宿泊的行事それぞれの「目標」を達成

させるためのものであることを理解させる指導を手厚く行う必要があると考えられる。それと併せて、



「活動」と「目標」とを効果的にリンクさせることができるような説明や指示を意識して手厚く行う

必要があると考えられた。 

 遠足の活動内容においては、①具体的な活動内容および活動計画が示されていない、②集団として

の学びが十分に示されていない、③他教科等の学びが中心となり特別活動の遠足としての学びが不十

分、④計画の内容が先方に迷惑をかける恐れがある、⑤計画の内容が現地で実行できない、の５つの

問題点を抽出した。そこからは学生指導上の次のような課題と解決策が得られた。 

 具体的な活動内容および活動計画が示されない傾向が、有名な観光地や観光スポット、テーマパー

クを目的地に選んだ計画に顕著であった。これは、現地の持つコンテンツの豊かさがその要因となり、

そこでどのような特別活動としての学びを提供すべきか、という視点が覆い隠されてしまい、そこに

連れて行くだけで何かを学んで帰ってくるもの、という意識が生じたものと考えられる。よって集団

としての学びが活動のどこにどのように具体的に示されるべきか、手厚く指導する必要が認められる。 

 また、特別活動としての学びが活動のどこにあって、それがどのような形で生徒の学びにつながっ

ているのかを明示するよう意識させる必要や、こちらの都合で現地に迷惑をかける恐れがないか、計

画にあたっては一層の注意を払わせる必要がある。そして活動の計画に際しては、十分な情報の収集

とそれを活用した学習の成否について十分に吟味させるよう配慮する必要がある。 

 これらの指導が、授業科目「特別活動及び総合的な学習の時間の指導法」の授業において学生に特

別活動の遠足計画を立案させる際に留意すべき重要な点であることが指摘された。 

 残された課題として、遠足計画における留意点の分析を通して開発したカリキュラムの指導の方法

についての検討を試みたい。 
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付表　特別活動遠足計画の目標及び活動とその妥当性 　

班 特活目標地 特別活動「遠足計画」の「目標」記述内容 妥当性 特活目標地 特別活動「遠足計画」の「活動」記述内容 妥当性

1

京都市街地 学校以外の公衆の場で節度を持って日常の学習を活

かした活動をし、得た学びを日常生活のさらなる意

識向上につなげる。
△

京都市街地 10:30-14:30 岐阜駅集合、京都で各班に分かれて活動。昼食：記述なし

・外国人旅行者との交流・写真撮影・観光（約4時間）
△

2

ワクワク体験館

（下切駅）

学年のみんなで「郊外に出て、可児市土田村につい

て知り、江戸の文化に親しむとともに、施設の人と

交流したり、公共交通機関のマナーについて学んだ

りしよう。

○

ワクワク体験館

（下切駅）

11:30-14:00 注意事項の確認、わくわく体験館　施設の人のお話、昼食（塩河公園）

体験（1時間）・廃瓶ｱｸｾｻﾘｰ体験・トンボ玉体験・フュージング体験、それぞれの体

験後代表2名が感想を言いお礼を言う。
○

3

うかいミュージ

アム、岐阜市内

色々

岐阜市の紹介をすることでの地域愛、課題を見つけ

る。集団行動をする力。課題解決方法を話し合う。

（※総合的な学習の時間と同一）

△

うかいミュージア

ム、岐阜市内色々

8:30-16:30 柳ケ瀬・岐阜公園（お昼ご飯：お弁当）・岐阜市歴史博物館・名和昆虫博

物館・うかいミュージアム見学 △

4

博物館明治村 明治村での明治の生活体験や実際の明示の建物の見

分学習によって、明治時代の文化や人々の暮らしぶ

りを実感し、現代や未来を考える上での参考とす

る。

×

社会科の

目標であ

る

博物館明治村 10-15:00 明治村　諸注意後：全体での村内散策　昼食　班ごとの見聞学習開始（※

帰りの会などは無し）
○

5

美濃焼ミュージ

アム　VOICE工

房（陶芸体験）

公共交通機関を利用し、公衆道徳の実体験をすると

ともに、岐阜県の伝統工芸品である美濃焼について

学び、実際に体験する事を通して地域の文化に親し

みを持つ。

○

美濃焼ミュージア

ム　VOICE工房

（陶芸体験）

10:40-15:00岐阜駅（点呼・出欠・マナー等注意事項を伝える） 美濃焼ミュージアム

見学（学芸員ガイド付）

昼食（安土桃山陶磁の里公園）・ＶＯＩＣＥ工房陶芸体験（団体陶芸体験コース　各

一個手びねり120分）

岐阜駅（全体総括を行い寄り道せず安全に帰路につくように注意する）

○

6

東山動物園、名

古屋城等

名古屋の文化をクラスの生徒に伝えるための新聞を

作るために研修の目標地やルートなど計画を立て、

実行に移す活動を通して連帯感・所属感を感じ集団

生活におけるきまりや公衆道徳を身につけることが

できる。

○

東山動物園、名古

屋城等

9:00-16:30 岐阜駅（出欠確認（各担任）と健康観察（養護）をする）東山動物園　園

内自由行動（各班）・名古屋城見学（各班で予め立てた計画に沿って行動する）（※

帰りの会などは無し） ○

7

長良川うかい

ミュージアム、

川原町

・鵜飼や川原町など岐阜の自然や文化について体験

的活動を通して集団行動の在り方や公衆道徳などの

体験を積む。

・川原町でのウォークラリーを通して話し合いや合

意形成を図ったり意思決定したりできるようにす

る。

○

長良川うかい

ミュージアム、川

原町

9:30-14:30 長良川うかいミュージアム見学、昼食（1時間：長良川の河原）、体験

（鵜飼の実演、衣装体験）、川原町ウォークラリー（各班ごと）※川原町の店舗に鵜

飼や川原町に関するクイズを設置（ウォークラリー中の補講や話す声の大きさなどに

ついて考えさせることで適切な集団行動のあり方を理解させる。・ウォークラリー活

動中は反で協力して進めるように促すことで課題に対して協働的に解決できるように

する）、学校到着、おわりの会（※はじめの会などはなし）

○

8

河川環境楽園 学級や班での合意を基にした遠足を通して、岐阜の

自然の豊かさに気づき、より良い人間関係を築くこ

とができる。
○

河川環境楽園 8-15 ＪＲ岐阜集合（生徒の体調を確認する）、徒歩（ウォークラリー）いりのと緑

地・やすらぎ苑、トンボ池、河川環境楽園、昼食（オアシスパーク内芝生）（アクア

トト、水辺共生体験館、オアシスパーク、クラフト体験館、自然発見館、学校到着

（健康状態を確認する）、

？×

9

明治村 集団の一員としての自覚を持ち、明治村の歴史的に

価値のある建造物に触れよう。
△

明治村 10-14:30　名鉄岐阜集合（あいさつ、全員がそろっているか確認する・健康観察）明

治村　到着式あいさつ、学級委員の話、班活動（・宇治山田郵便局・聖ヨハネ教会・

帝国ホテル中央玄関：チェックポイント）、帰り集合時、全員がそろっているか確

認）出発式

×

10

高山 岐阜の文化に関わる体験活動を通して、歴史や伝統

を学び、そのよさを広めることができる。
×

高山 11-15　岐阜駅集合（各クラス全員集合しているか点呼・確認を行う）、飛騨大鍾乳

洞、飛騨民俗村（4つのコースに分かれて民芸体験を行：事前に振り分けておく：さ

るぼぼ、組紐、千鳥格子根付、絵付け）、班別で民俗村を回る（重要文化財４種のう

ち２種は必ず回る）

×

11

岐阜歴史博物

館、正法寺

岐阜市の歴史や文化にふれ、自ら学び考え、地域愛

をはぐくむ。
△

岐阜歴史博物館、

正法寺

11-15  学校集合、遠足はじめの会（全員が集合しているか確認する・健康観察をす

る・今日の目的を確認する）・岐阜市歴史博物館（博物館の型のお話を聞く30分・グ

ループ活動60分）、岐阜公園で昼食と自由遊び、正法寺（岐阜大物）見学（お寺の方

の話を聞く10分・グループ活動40分）、遠足おわりの会をする

○

12

伊勢神宮 古い町並みから歴史に慣れ親しみ、集団で協力しな

がら時間通りに行動できる。

○

伊勢神宮 11-14:30 名古屋駅集合、出発式、伊勢神宮（内宮参拝、昼食（手こね茶屋本店予

約）、班行動（自由）※事前にしおり作りや調べ学習等で目的や見どころなどを確認

させておく。各グループに携帯電話を一台ずつ持たせ、教員の番号を伝えておく、歴

史的建造物に1か所は行く。（後日レポートを提出しなければならないため）○内

容：事前の調べ学習を踏まえて、現地で確認できたことやさらに新しく知ったことを

書く。名古屋駅にて解散式

○

13
中部国際空港 職業体験に向けて「働く人」の思いを知り、働くこ

とへの興味・関心を高めることができる。

×

遠足の目標

ではない

中部国際空港 9:45-14:15 セントレアの用意する「空港で働く人コース」を利用しセントレアで働く

人について学ぶ。昼食（弁当）、空港利用者へインタビュー △

14

関ケ原 岐阜にゆかりのある歴史に慣れ親しみ、集団活動を

通して協調性を養う。 ○

関ケ原 10-16 岐阜駅？出発式、関ケ原　民俗資料館見学、館長の話、ウォークラリー（11

頃？-：各ポイントでチェックをつけながら各班を各班で調べて来ることについて班

内で協力して調べる。昼食：笹尾山交流館にて）（※解散式などなし）

△

15

リトルワールド 世界の国の生活・文化に触れ、それぞれの国の良さ

を感じる。

×

社会科の

目標であ

る

リトルワールド 10-15:30 始めの会（詳細なし）、自由行動（事前に選んだ3か国を中心に発表用に写

真をたくさん撮る）。昼食（各自好きな国で食べる）、ヨーロッパサーカス見学（野

外ホール）、名鉄岐阜駅（全体会（ふり返り））
△

16

杉原千畝記念館 「自分も人として、杉原千畝を誇りに思い、自分も

誰かのために何かしてあげられる人間の一人なん

だ」と気づく。

×

道徳の目

標である

杉原千畝記念館 10:30-15:30 人道の丘、人道の丘公園でクラスに分かれて昼食（クラスで円形にな

る）。11:30-クラス活動開始（①ビデオ鑑賞②展示棟Ａ－Ｆ③展示棟Ｇ－Ｊ④館長の

話：以上をクラスでずらしてローテ―ション）、13:30-自由に館内学習、記念撮影、

クラスごとに遊ぶ（人道の丘）

×

17

中部国際空港 空港で働く人々が何を大切にして働いているかに気

付くとともに、公共の場でのマナーを守り、責任を

もって行動することができる。

△

中部国際空港 10:30-14:30 ＣＡ，パイロット、整備士、グランドスタッフなど空港職員の話を聞く

（仕事内容、仕事にかける思い、やりがいなど）、昼食、グループに分かれて空港職

員にインタビューを行う。各自、自由行動。

×

18
名古屋市内・名

港水族館

集団活動に自主的・実践的に取り組み、互いの良さ

や可能性を発揮しながら仲間と協力する力を養う。
○

名古屋市内・名港

水族館

9-15 名古屋駅からミステリーツアー、名古屋港水族館集合、昼食、名古屋港水族館

見学
△

19

ぎふ清流里山公

園

、仲間と協力することや公共のルールを守ることの

大切さに気付くことができる。 ○

ぎふ清流里山公園 10-15 初めの会（現地で：一日の流れの確認、聞く姿勢を注意）、飯盒炊爨（120

分）、グループ体験（体験＋見学）、終わりの会（全員がいるか確認、聞く姿勢を注

意）

○

20

大垣城、奥の細

道結びの地記念

館、大垣駅周辺

大垣市の文化施設得を見学する活動を通して、地域

の文化に親しみ、集団で協調し公衆道徳を守り行動

することができる。

○

大垣城、奥の細道

結びの地記念館、

大垣駅周辺

10:15-14:30 大垣城、記念館散策（大垣市について知る）、昼食（昼食時弁当のやり

とりは禁止であることを伝える）、大垣駅周辺散策（地域課題の発見：インタビュー

や資料から）

×

21

明治村 集団で行動する際の決まりや公共の場でのルールに

注意し、明治時代の歴史や文化的背景を学ぶ。

△社会科

の目標が

含まれる

明治村 9:30-15:30 現地集合（はじめの会：一日を通しての注意事項や今回の目的についてお

さらいをする）、入村（調べ学習、各班テーマごと：産業（郵政、生糸、鉄道→2丁

目）、文学（夏目、森、福沢、野口→3丁目）、国民生活（→1丁目）、新しい政治の

しくみ（→5丁目）、昼食（全体：晴天：広場、雨天：4丁目の休憩場）、自由行動

（各班：ナゾとき、スタンプラリーなど）、帰りの会（帰りの公共交通機関の利用に

ついての注意事項について確認する）

◎

22

トヨタ博物館 自動車が作られるまでの流れや、自動車がいつから

作られるようになり私たちの生活にどのように役

立っているかについて理解する。

×

社会科の目

標である

トヨタ博物館 10:30-14:30 旧館見学開始、昼食、見学再開（新館）、めあて振り返り（見学前にめ

あての確認やはじめの会などなし） ×



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23

リトルワールド リトルワールドで課題解決に向けて班ごとに協力し

て調査する活動を通して公共の精神、連帯感の重要

性に気づき、世界の衣食住について体験的・実践的

に情報を集めることができる。

△

リトルワールド 9:25-14:30 名鉄岐阜駅集合、始めの会、記念撮影、本館見学、班別行動（沖縄・中

国・中南米・バリ島・ドイツ・アルザス地方・イタリア・南アフリカ・ンデベレ・イ

ンド・トルコ・韓国）昼食（レストラン）、民族衣装体験←各班ごとに事前に時刻を

決めておく。メイン国1つ、他見学したい国を回る。ワークシートに記入していく。

解散式

○

24

高山市 高山での班別研修を通して、集団活動に積極的に参

加し、より良い人間関係を形成し、今後の学校生活

で集団として協力的に活動できる力を育てる。

○

高山市 10:30-14:30 学校集合、朝の会（めあて、健康観察、先生の話）、飛騨高山思い出体

験館（講話・工芸品づくり体験）、昼食（飛騨高山国分寺にて：弁当持参）、班別研

修（班ごとにカメラ一台渡しておく。最低10枚で班全員が写った写真を一枚以上撮る

ように。高山の特徴が一目でわかる景色と一緒に撮る。・班別研修では外国の人に一

人一回は英語で話しかけるようにする。（外国の人が日本語で話しているなら日本語

でもＯＫ）質問用紙を生徒人一枚用意し、当日までに質問内容をいれておく）

○

25

金華山、岐阜公

園

自然や文化に親しみながら集団生活の在り方や公衆

総督について学ぶ。
○

金華山、岐阜公園 9:00-15:00 現地集合、出発式（①校長先生の話②健康診断③生徒代表の話④学年主任

の話）、班ごとの活動、昼食（「全員で集まって弁当を食べる」とのみ記述あり）、

信長発掘ツアー（タブレットを使って信長の軌跡をたどるツアー：ボランティアの方

を呼ぶ）、解散式（①生徒代表の話②学年主任の話）

△

26

ぎふ清流里山公

園

実際に昭和の暮らしを観察、体験する活動を通し

て、自らの決めたテーマへの見分を広げるとととも

に、集団行動のあり方や公衆道徳について、協調性

のある態度をとることができる。

○

ぎふ清流里山公園 9:40-15:00 現地集合、出発式（生徒の人数や体調に注意）、全体行動（歴史的建造物

を見学（すごろく学校、かいこの家）、お弁当（場所等記述なし）、グループ活動

（体験活動、見学/詳細記述なし）、修了式
○

27

ブルーメの丘 自然と関わる活動を通して、命の大切さを学ぶとと

もに、自分たちの生活をより豊かにすることができ

る。

×

道徳の目

標である

ブルーメの丘 11-15 岐阜駅集合、グループごとで体験活動（ソーセージ作り、アイスクリーム作

り、パン作り、草木染め）、お弁当、ハイキング、乳しぼり △

28

博物館明治村 社会の一員としての自覚や責任を持ち、社会生活を

営む上で必要なマナーやルールについて考えて行動

するとともに、目標意識をもって課題解決学習をす

ること。 ○

博物館明治村 10-15:40 名鉄岐阜駅集合、グループ学習（事前学習で用意しておいた「調べるこ

と」をもとに、ワークシートにメモ写真を撮ったりしながら、グループごとに課題を

解決する）、昼食（自由なグループで持参した弁当を食べる。、クラス対抗謎解き

（①明治村内の各ポイントに学級担任及び教育実習生を配置する②生徒はクイズに答

えて向かうべきポイントを導き出し、さらにそのポイントでクイズに正解することで

パズルのピースを手に入れる③ピースを集めて学級でひとつのパズルを完成させる）

◎

29

中部国際空港 班での中部国際空港内の見学・体験を通して、職業

観を醸成し、翌年の修学旅行での飛行機の利用につ

いて学ぶことができる。
△

中部国際空港 9:45-15:00 出発式、体験・見学コース（○ターミナルビル基本コース＋①空港で働く

人コース②海上保安庁コース③消防コース）昼食（各々で作った手作り弁当を持参さ

せる）、空港内見学（修学旅行で実際に使用するゲート、荷物検査等の設備見学）、

班行動（ミッション）、解散式

○

30
奥田中潮干狩場 潮干狩活動を通して、自然環境の大切さに気付き、

清掃活動に意欲的に取り組むことができる。
×

奥田中潮干狩場 10-14:30 岐阜駅集合、開会式、潮干狩り、お弁当、清掃タイム、閉会式
△

31

ぎふ清流里山公

園

体験活動を通して自然や文化に親しみながら、普段

と異なる生活環境でも集団生活の在り方を考えなが

ら行動することができる。

○

ぎふ清流里山公園 10:16-15:00 体験学習（陶芸教室、そば打ち、豆腐・こんにゃく、いろどり工房）、

お昼ごはん、自由行動 △

32

リトルワールド 生徒で協力し、集団での所属感・連帯感を深め、公

共の精神を養うとともに、世界の文化を知る。 ○

リトルワールド 9:30-15:30 学級活動（写真撮影、本館展示室見学）、食堂（お昼ご飯）、自由行動

（班：スタンプラリー、民族衣装を試着、計画通りに散策する、ショーを見る） ○

33

京都 ・日本の文化に触れ親しむ

・自ら学ぶ自主性を養う

×

京都 10:30-16:00 岐阜駅集合。清水寺観光（外国からの観光客と会話する：①グループ1

回以上）、昼食（全員で弁当：場所記入なし：「弁当を食べる場所の確保　弁当の手

配」とある）、グループで行動（市バス、徒歩のみ：各自で決めた行先へ行く（事前

に調べた歴史的事象の中で関心を持ったものに関連する場所へ行く：※文化遺産や有

名な建造物に限らない）

×

34

犬山城、犬山市

文化資料館

犬山城の歴史を班で学ぶ活動を通して、集団生活の

在り方について体験を積むことができる。 ○

犬山城、犬山市文

化資料館

10-15 岐阜駅前広場集合、犬山駅→周辺散策、犬山城（グループ活動：事前学習を基

に各自見学を行う）、昼食（全員で弁当：「昼食のできる場所の確保」のみ記述あ

り）、犬山市文化資料館（学級で移動）

△

35

東山動物園 ・動植物の観察

・様々な職業について知り、職業選択の幅を広げ

る。

×

東山動物園 11-14 「初めの会」、施設の人の話、グループ自由時間（内容に関する詳細なし）

×

36

関ヶ原 地元の史跡をめぐることを通して、集団神津の大切

さに気づき、集団や社会における生活及び人間関係

をよりよく形成できる。
○

関ヶ原 10-16 岐阜駅集合、健康観察、あいさつ（校長・学年主任・養護教諭の話）、歴史民

俗資料館見学、ふれあいセンター集合昼食（芝生のどこで食べるのか範囲確認。雨天

時はふれあいセンター内で食べる）丸山、決戦地、笹尾山、徳川家康陣跡（以上班行

動）、解散式

○

37

リトルワールド ・異文化に対する理解を深めるために、明確な観点

をもって体験・見学を行う

・社会のルール・マナーを守り、班で協力して、体

験・見学を行う。

△

リトルワールド 10:15-14:50 班行動見学開始（本館から…ＡＢ、野外から…Ｃ）、各自昼食（弁

当）、活動内容に関する記述一切なし。
×

38

柳ケ瀬商店街 自分たちが住む地域について学び、社会参加意識の

醸成や子どもたちの名かの勤労観を形成する。ま

た、活動を通し、集団や社会の中の一人として行動

の仕方を考えるｋとができる子どもを育てる。

○

柳ケ瀬商店街 9-15:30 岐阜駅集合、出店準備、岐阜柳ケ瀬商店街振興組I連合会理事長のお話、出

店、調査、終わりの会（始めの会はなし） △

39

リトルワールド 事前学習で調べたことを目で見て確認し、新たな発

見を通して自分が興味を持ったマイアナザーワール

ドをみつけるため。

×

リトルワールド 10:30-14:30 入場、昼食（各自で済ませる（弁当持参）時間は自由だが場所は芝生広

場指定）、事前学習で調べたことを確認し新たな発見をする。ミッション－衣・食・

話・触 どれか1つを体験する。

△

40

東洋健康セン

ター

・調べ活動と演劇を通し、日本の伝統文化に触れ

る。

・集団活動を通して社会性を身につけ、社会的なマ

○

東洋健康センター 11:10-14:30 朝の会、出発式、センターの会議室で昼食、自由行動（11:10-12:20セン

ター内、隣接する公園など）、劇 ×

41

郡上八幡自然園

他

自ら現地に赴き、その地域の特色を感じることを通

して、観光地としての自然保護・歴史・地域住民の

とりくみなどを多面的・多角的に学ぶこと。

×

社会科の目

標である

郡上八幡自然園他 9:30-14:00 城上公園移動、吉田川清掃ボランティアの方の話を聞く、自由行動（班ご

とに城下町、伝統工芸等をみてまわる）昼食は各班お弁当を食べる（場所記述な

し）、郡上八幡博覧館、郡上八幡城、郡上市歴史資料館當をチェックポイントにす

る。クラスごとに食品サンプルを作る

○

42

リトルワールド 異文化を体験することで、日本の文化との違いに気

づき、異文化を理解する心を養う。また集団として

望ましい姿を仲間と考え、行動する力を養う。
○

リトルワールド 10-15 班行動（施設体験をする：建物の構造などきづいたことを写真に収める）、衣

装を着る（回った後、追及したい国のもの）、各班で昼食をとる（食べたことのない

世界の料理）、お土産を見る。話し合ってどの国について追及するか考える。衣装、

食事を話し合いで決める。サーカスを見る（学年）

○

43

明治村 明治時代の建造物そのものを見学することを目標と

し、集団行動を通して望ましい人間関係を形成す

る。

△

明治村 10-15 自由行動（建造物について得た情報をしおりに書き留める）、班ごとに昼食

（お弁当＋買い食いＯＫ）、先生の話、集合写真 ×

※数字は移動を除いた現地での活動時間


